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2019年度経年管対策（導管改修）実施状況等について 

 

２０２１年３月１０日 

経 済 産 業 省 

ガ ス 安 全 室 

 

 ガス関係報告規則第三条第１項第五号及び第六号に基づくガス事業者等の導管改修実施状況

報告による、2019年度の経年管（ねずみ鋳鉄管及び腐食劣化対策管）の改修実施状況は次のとお

り。 

表１．経年管（未対策）の残存状況 

  旧一般ガス事業者（197事業者） 
コミュニティーガス事業者 

（1,251事業者） 

  残存量(2019年度末) 残存量(2019年度末) 

○ねずみ鋳鉄管     

・中圧本支管 0 km(0) 0 km(0) 

・低圧本支管 1,410km (▲262km) 0 km(0) 

・供給管 11本    (▲3本) 0 本(0) 

・灯外内管 26本    (0) 0 本(0) 

○腐食劣化対策管     

・中圧本支管 62km  (▲12km(※))  0 km(0) 

・低圧本支管        14,151km(▲1,014km) 866km(▲67km) 

・供給管        1,354千本(▲66千本) 68千本(▲5千本) 

・灯外内管        2,063千本(▲174千本) 124千本(▲5千本) 

（ ）内は前年度末からの減少量 
（注）高圧本支管では、ポリエチレン被覆鋼管等の耐食性が高い鋼管が使用されており、ねずみ鋳鉄管及び腐食劣

化対策管は使用されていない。 

（※）一般ガス事業者の腐食劣化対策管のうち中圧本支管の残存量について、2018年度末時点の数値に誤りがあっ

たことが判明したため、2018 年度末時点の残存量は、第２１回ガス安全小委員会資料に記載した 52km ではな

く 74kmとしたうえで、減少量を算出した。 

 

［ねずみ鋳鉄管］ 

ねずみ鋳鉄管は、その大半が一般ガス事業者保有の低圧本支管により占められ、かつ、その

約 98％を２大事業者が保有している。 

（注）供給管及び灯外内管の長さを１本あたり 5mとすると、供給管及び灯外内管の残存距離

は約 0.2km（※）程度。 

※（11本＋26本）× 5m ≒0.2km 

一般ガス事業者の低圧本支管は、この１年間で 262kmの対策が講じられ、残存量は 1,410km

となっている。 

簡易ガス事業者はねずみ鋳鉄管の対策が完了している。 

 

［腐食劣化対策管（白管・黒管・ｱｽﾌｧﾙﾄｼﾞｭｰﾄ巻管等）］ 

腐食劣化対策管もねずみ鋳鉄管同様、その大半は一般ガス事業者が保有している。 

一般ガス事業者では、本支管については 1,014kmの対策が講じられ、供給管、灯外内管につ

いては 24万本の対策が講じられた。 
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簡易ガス事業者では、本支管については 67km の対策が講じられ、供給管、灯外内管につい

ては 1万本の対策が講じられた。 

このうち、需要家資産である灯外内管については、需要家の理解と協力を得ながら、対策が

講じられている。 

 

表２－１．ガス導管延長数（旧一般ガス事業者） 

（各年度末時点） 

  2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 

中  圧 

本支管 

（単位： 

km） 

ね ず み 

鋳 鉄 管 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

(0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) 

腐食劣化 

対 策 管 

84 76 65 59 52 52 62 

(▲15) (▲8) (▲11) (▲6) (▲7) (0) (0) 

全管種合計 32,853 33,244 33,602 33,859 33,450 34,707 38,693 

低  圧 

本支管 

（単位： 

km） 

ね ず み 

鋳 鉄 管 

3,118 2,791 2,475 2,219 1,960 1,673 1,410 

(▲372) (▲327) (▲316) (▲256) (▲259) (▲287) (▲262) 

腐食劣化 

対 策 管 

20,788 19,650 18,547 17,459 16,249 15,165 14,151 

 (▲1,125)  (▲1,138)  (▲1,103)  (▲1,088) (▲1,210) (▲1,084) (▲1,014) 

全管種合計 217,892 219,686 221,363 222,986 224,430 225,805 231,881 

供給管 

（単位： 

千本） 

ね ず み 

鋳 鉄 管 

0.1 0.08 0.04 0.04 0.03 0.01 0.01 

(▲0.1) (▲0.02) (▲0.04) (0) (▲0.01) (▲0.02) (0) 

腐食劣化 

対 策 管 

1,918 1,833 1,755 1,564 1,495 1,420 1,354 

(▲95） (▲85） (▲78） (▲78） (▲69) (▲75) (▲66) 

全管種合計 14,672 14,803 14,932 14,927 15,046 15,166 15,403 

灯外内管 

（単位： 

千本） 

ね ず み 

鋳 鉄 管 

0.1 0.08 0.05 0.04 0.04 0.03 0.03 

(▲0.1) (▲0.02) (▲0.02) (▲0.01) (0) (▲0.01) (0) 

腐食劣化 

対 策 管 

2,912 2,804 2,699 2,494 2,358 2,237 2,063 

   (▲149)    (▲108)    (▲105)    (▲205) (▲136) (▲121) (▲174) 

全管種合計 13,659 13,767 13,869 13,720 13,782 14,044 14,484 

（ ）内は前年度末からの減少量 

（注）全管種合計には、ねずみ鋳鉄管、腐食劣化対策管の他、ダクタイル鋳鉄管、ポリエチレン管等が含まれる。 

 
 

表２－２．経年管の残存状況（全管種に占める割合）（旧一般ガス事業者） 

（各年度末時点） 

 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 

中圧 

本支管 

ねずみ鋳鉄管 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 

腐食劣化対策管 0.3%  0.2%  0.2%  0.2% 0.2%  0.1% 0.1% 

低圧 

本支管 

ねずみ鋳鉄管 1.4% 1.3% 1.1% 1.0% 0.9% 0.7% 0.6% 

腐食劣化対策管 9.5% 8.9% 8.4% 7.8% 7.2%  6.7% 6.1% 

供給管 ねずみ鋳鉄管 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 
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腐食劣化対策管 13.1% 12.4 % 11.8% 10.5% 9.9% 9.4% 8.7% 

灯  外

内  管 

ねずみ鋳鉄管 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 

腐食劣化対策管 21.3% 20.4% 19.5% 18.2% 17.1% 15.9% 14.2% 
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表３－１．ガス導管延長数（４大ガス事業者） 

                                                     （各年度末時点） 

 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 

中  圧

本支管 

(単位： 

  km) 

ね ず み 

鋳 鉄 管 

0.0 

(0) 

0.0 

(0) 

0.0 

(0) 

0.0 

(0) 

0.0 

(0) 

0.0 

(0) 

0.0 

(0) 

腐食劣化 

対策管 

0.0 

(0) 

0.0 

(0) 

0.0 

(0) 

0.0 

(0) 

0.0 

(0) 

0.0 

(0) 

0.0 

(0) 

全管種合計 17,735 17,933 18,130 18,667 19,176 19,328 19,461 

低  圧

本支管 

(単位： 

  km) 

ね ず み 

鋳 鉄 管 

2,977 

(▲306) 

 2,693 

(▲284) 

 2,415 

(▲278) 

 2,170 

(▲245) 

 1,918 

(▲252) 

1,642 

(▲276) 

1,382 

(▲260) 

腐食劣化 

対策管 

11,753 

 (▲377) 

11,353 

 (▲400) 

10,955 

 (▲398) 

10,510 

 (▲445) 

10,051 

 (▲459) 

9,662 

(▲389) 

9,272 

(▲390) 

全管種合計 123,975 125,004 125,954 128,778 129,741 130,580 131,455 

供給管 

(単位： 

 千本) 

ね ず み 

鋳 鉄 管 

0.1  

(▲0.1) 

 0.07 

(▲0.03) 

 0.04 

(▲0.03) 

 0.04 

(0) 

 0.03 

(▲0.01) 

0.01 

(▲0.02) 

0.01 

(0) 

腐食劣化 

対策管 

1,326  

   (▲38) 

1,288 

   (▲38) 

1,251 

   (▲37) 

1,103 

  (▲148) 

1,073 

  (▲30) 

1,038 

(▲35) 

1,006 

(▲32) 

全管種合計 9,627 9,719 9,802 9,858 9,941 10,026 10,108 

灯外 

内管 

(単位： 

 千本) 

ね ず み 

鋳 鉄 管 

0.1 

(▲0.1) 

0.08 

 (▲0.2) 

0.04 

 (▲0.04) 

0.04 

 (0) 

0.03 

 (▲0.01) 

0.03 

(0) 

0.02 

(▲0.01) 

腐食劣化 

対策管 

1,876 

   (▲85) 

   1,817 

(▲59) 

   1,764 

(▲53) 

   1,616 

(▲148) 

   1,519 

(▲97) 

1,433 

(▲86) 

1,306 

(▲127) 

全管種合計 9,030  9,113 9,184 9,221 9,294 9,358 9,421 

（ ）内は前年度末からの減少量 
（注）全管種合計には、ねずみ鋳鉄管、腐食劣化対策管の他、ダクタイル鋳鉄管、ポリエチレン管等が含まれる。 

 

 

表３－２．経年管の残存状況（全管種に占める割合）（４大ガス事業者） 

                                       （各年度末時点） 

 

 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 

中圧 

本支管 

ねずみ鋳鉄管 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 

腐食劣化対策管 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 

低圧 

本支管 

ねずみ鋳鉄管 2.4% 2.1% 1.9% 1.7% 1.5% 1.3% 1% 

腐食劣化対策管 9.5% 9.1% 8.7% 8.2% 7.7%  7.4% 7.1% 

供給管 ねずみ鋳鉄管 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 

腐食劣化対策管 13.8% 13.3% 12.8% 11.2% 10.8% 10.4% 9.9% 

灯外 

内管 

ねずみ鋳鉄管 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 

腐食劣化対策管 20.8% 19.9% 19.2% 17.5% 16.3% 15.3% 13.8% 
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表４－１．ガス導管延長数（コミュニティーガス事業者）                       

（各年度末時点） 

 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 

中  圧 

本支管 

(単位： 

  Km) 

ね ず み 

鋳 鉄 管 

0.0 

(0) 

0.0 

(0) 

0.0 

(0) 

0.0 

(0) 

0.0 

(0) 

0.0 

(0) 

0.0 

(0) 

腐食劣化 

対策管 

0.0 

(0) 

0.0 

(0) 

0.0 

(0) 

0.0 

(0) 

0.0 

(0) 

0.0 

(0) 

0.0 

(0) 

全管種合計 8 8 8 6 6 6  

低  圧 

本支管 

(単位： 

  Km) 

ね ず み 

鋳 鉄 管 

0 

(▲0.035) 

0 

(0) 

0 

(0) 

0 

(0) 

0 

(0) 

0 

(0) 

0.0 

(0) 

腐食劣化 

対策管 

1,456 

 (▲173) 

1,316 

 (▲140) 

1,207 

(▲109) 

1,095 

(▲112) 

1,004 

(▲91) 

933 

(▲71) 

866 

(▲67) 

全管種合計 16,331 16,292 16,504 16,215 16,172 17,859 15,682 

供給管 

(単位： 

 千本) 

ね ず み 

鋳 鉄 管 

0.0  

(0) 

0.0  

(0) 

0.0  

(0) 

0.0  

(0) 

0.0  

(0) 

0.0 

(0) 

0.0 

(0) 

腐食劣化 

対策管 

113 

   (▲13) 

106 

   (▲7) 

95 

   (▲11) 

87 

   (▲18) 

79 

    (▲8) 

73 

(▲6) 

68 

(▲5) 

全管種合計 1,228 1,221 1,211 1,209 1,194 1,191 1,202 

灯外 内

管 

(単位： 

 千本) 

ね ず み 

鋳 鉄 管 

0.0 

(0) 

0.0 

(0) 

0.0 

(0) 

0.0 

(0) 

0.0 

(0) 

0.0 

(0) 

0.0 

(0) 

腐食劣化 

対策管 

168 

   (▲11) 

158 

   (▲10) 

150 

   (▲8) 

145 

   (▲5) 

132 

   (▲13) 

129 

(▲3) 

124 

(▲5) 

全管種合計 1,134  1,125  1,125 1,126 1,110 1,105 1,096 

（ ）内は前年度末からの減少量 
（注）全管種合計には、ねずみ鋳鉄管、腐食劣化対策管の他、ダクタイル鋳鉄管、ポリエチレン管等が含まれる。 

 

 

表４－２．経年管の残存状況（全管種に占める割合）（コミュニティーガス事業者）           

（各年度末時点） 

 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 

中圧 

本支管 

ねずみ鋳鉄管 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 

腐食劣化対策管 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 

低圧 

本支管 

ねずみ鋳鉄管 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 

腐食劣化対策管 8.9% 8.1% 7.3% 6.8% 6.2%  5.2% 5.5% 

供給管 ねずみ鋳鉄管 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 

腐食劣化対策管 9.2% 8.7% 7.8% 7.2% 6.6% 6.1% 5.6% 

灯外 

内管 

ねずみ鋳鉄管 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 

腐食劣化対策管 14.8% 14.0% 13.3% 12.9% 11.9% 11.7% 11.3% 
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（参考１）主要事業者の管種別経年管残存量（2019年度末現在） 

 
 

（注）各事業者の下段の数字は前年度からの減少量を示す。 

 

事業者名 

ガス事業者資産 需要家資産 

中圧本支管 低圧本支管 供給管 灯外内管 

ねずみ 
腐食劣化対策

管 
ねずみ 腐食劣化 ねずみ 腐食劣化 ねずみ 腐食劣化 

鋳鉄管 (km) 鋳鉄管 対策管 鋳鉄管 対策管 鋳鉄管 対策管 

(km)   (km) (km) (千本) (千本) (千本) (千本) 

  
白管 

/黒管 

その

他 
  

白管 

/黒管 
その他   

白管 

/黒管 
その他   

白管 

/黒管 
その他 

北海道ガス 0 0 0 0 166.0 0.2 0 10.6 0.2 0 17.6 1.8 

          0 ▲26.0 ▲0.2 0 ▲1.0 ▲0.1 0 ▲1.5 ▲0.7 

東部ガス 0 0 0 0 169.8 0 0 8.8 0  0 29.2 0  

         0 ▲28.0 0 0 ▲1.5 0  0 ▲1.3 0  

仙台市ガス 0 0 0 0 257.0 12.0 0 10.5 2.9 0 30.1 0  

          0 ▲14.0 0 0 ▲0.2 ▲0.3 0 ▲1.5 0  

東京ガス 0 0 0 1,191.1 27.0 1,869.0 0 107.2 0  0 348.0 0  

          ▲220.0 ▲12.0 ▲67.0 0 ▲6.0 0  0 ▲15.2 0  

京葉ガス 0 0 0 0 0.04 221.3 0 23.3 0  0 35.5 0  

          0 0 ▲6.5 0 ▲0.5 0  0 ▲0.4 0  

東邦ガス 0 0 0 0 934.0 29.0 0 118.3 1.4 0 239.7 5.5 

          0 ▲90.0 ▲2.0 0 ▲3.1 0 0 ▲9.7 ▲0.3 

北陸ガス 0 0 0 0.6 32.0 4.5 0 24.0 0  0 66.4 0  

          0 ▲22.8 ▲0.1 0 ▲1.7 0  0 0 0  

静岡ガス 0 0 0 0 150.1 17.9 0 12.5 0  0 30.2 0  

          0 ▲47.3 0 0 ▲2.7 0  0 ▲1.2 0  

大阪ガス 0 0 0 191.0 1.0 5,540.0 0.01 2.1 708.4 0.02 1.7 598.2 

          ▲40.0 ▲2.0 ▲175.0 0 ▲0.1 ▲22.0 ▲0.01 ▲0.2 ▲97.6 

広島ガス 0 0 0 0 440.2 2.5 0 33.0 0  0 57.7 0  

          0 ▲35.4 ▲0.9 0 ▲3.5 0  0 ▲1.7 0  

四国ガス 0 0 0 0 38.6 11.0 0 23.4 0  0 28.2 0  

         0 ▲5.0 ▲2.4 0 ▲1.6 0  0 ▲2.0 0  

西部ガス 0 0 0 0 942.8 3.0 0 67.8 0.4 0 109.0 0  

          0 ▲35.2 0 0 ▲2.5 0 0 ▲3.8 0  

合計 
0 0 0 1382.7 3,158.5 7,710.4 0.01 441.5 713.3 0.02 993.3 605.5 

     ▲260.0 ▲317.7 ▲254.1 0 ▲24.4 ▲22.4 ▲0.01 ▲38.5 ▲98.6 
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（参考２） 
 

 

特徴（長所／短所）

・鋼管の外面に絶縁性、耐食性に優れ
　たポリエチレンの被覆を施した管。
・鋼管であることから管体の伸び率が
　大きい。
・耐食性・耐薬品性に優れる。

・鋼管であることから管体の伸び率が
　大きい。
・土壌環境等によっては腐食が進行す
　ることがある。

腐
食
劣
化
対
策
管

ア
ス
フ

ァ
ル
ト

ジ

ュ
ー

ト
巻
管

 ・鋼管にアスファルトを含んだ麻布
　（＝ジュート）により塗覆装がなさ
　れたガス管。
・鋼管であることから管体の伸び率は
　大きい。
・白管・黒管に比べ防食性に優れる
　が、土壌環境や塗覆装の経年劣化等
　によっては腐食が進行することがあ
　る。

・鋳鉄組織内の黒鉛（炭素）が球状化
　しており、強度・伸びともに優れ
　る。

そ
の
他
の
導
管

・耐食性・耐久性に非常に優れる。
・可とう性があり、耐震性に優れる。
・鋼管と比較して軽量（約１／４）。

ガス管の材料別の種類

管種

ね
ず
み

鋳
鉄
管

・鋳鉄組織内の黒鉛（炭素）が線状と
　なっており、断面がねずみ色をして
　いる。
・比較的腐食に強く丈夫である反面、
　不等沈下や大きな外力が加われば、
　伸び率が小さいため脆性的な損傷が
　発生することがある。

白
管
・
黒
管

ポリエチレン管（ＰＥ管）

ポリエチレン被覆鋼管（ＰＬＰ管）

ダクタイル鋳鉄管

白管（亜鉛メッキ鋼管）

黒管(メッキを施していない鋼管)

ねずみ鋳鉄管

アスファルトジュート巻管
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（参考３）経年管対策の進捗イメージ 

 

○本支管 

管種 事業者区分  要対策導管 維持管理導管 

ねずみ

鋳鉄管 

４大ガス事業者 

目標 
- 

（2015年度までに対策完了） 

適切な維持管理を行いつつ、より細かな優先順

位付けに基づいた対策を進め、2025年度までに

完了する計画で対策を進める。ただし、1955年

以前に埋設の小口径の導管は 2020年度までに

完了する計画で対策を進める。 

実績 
残存量 0.2km（2019年度末） 

前年度からの減少量 0km 

（全体）残存量 1,382km（2019年度末） 

前年度からの減少量 ▲260km 

（うち小口径）残存量   49km（2019年度末） 

前年度からの減少量 ▲111 km 

見込み 残存量 0.1km（2020年度末） 

（全体）残存量 1,125km（2020年度末） 

残存量    ▲257km（2025年度末） 

（うち小口径）残存量 3km（2020年度末） 

その他の事業

者 

目標 
2020年度（可能な限り 2015年度）

までに対策完了 

（全て要対策導管として対策） 
実績 

残存量 28km（2019年度末） 

前年度からの減少量 ▲3km 

見込み 残存量   23 km（2020年度末） 

 

○灯外内管 

事業者区分  保安上重要な建物に所在する埋設内管 

公的施設 

目標 2020年度までの改善完了を目指す 

実績 残存量      1,902本（2019年度末） 

見込み 残存量       994本（2020年度末） 

民間施設 

目標 可能な限り 2020年度までの改善完了に努める 

実績 残存量     42,184本（2019年度末） 

見込み 残存量     39,449本（2020年度末） 
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（参考４）都市ガス事業者※における保安上重要な建物の範囲及び経年管の残存量（本） 

 

（2019年度末） 

建物区分 定義（抜粋） イメージ 
残存量

（本） 

1 特定地下街等 1,000㎡以上の地下街 商業施設がある大規模地下街 

約 340 

2 特定地下室等 1,000㎡以上の地下室 地階がある大規模商業施設 

3 超高層建物 高さ 60mを超える建物 超高層ビル（20階以上の建物） 

4 高層建物 高さ 31mを超える建物 高層ビル（10階以上の建物） 

5 特定大規模建物 ガスメーター合計 180号以上の建物 ショッピングセンター等 

6 特定中規模建物 ガスメーター合計 30号以上の建物 商業ビル、ホテル等 約 1,200 

7 特定公共用建物 
病院、幼稚園等でガスメーター合計 30

号以上の建物 
規模の大きい病院、幼稚園等 約 150 

8 工業用建物（うち鉄筋系建物） 工業用メーターが合計 90号以上の建物 工場等 約 400 

9 
一般業務用建物（うち鉄筋系

建物） 
住居用以外の建物（1～8 を除く） 小規模ビル、学校等 約 31,000 

10 
一般集合住宅（うち鉄筋系建

物） 
住居用でガスメーターが２以上の建物 マンション 約 10,000 

   合計 約 44,000 

（※）旧一般ガス事業者と旧簡易ガス事業者の合計 

（出所：経年管対策の進捗状況調査による各社報告） 

 

 

（参考５）平成２３年５月策定「ガス安全高度化計画」におけるガス工作物の経年化対応（対策

目標年度） 

本支管対策 

管種 事業者区分 要対策導管(※１) 維持管理導管（※２） 

ねずみ鋳鉄管 

４大ガス事業者 ２０１５年度までに対策完了 
適切な維持管理を行いつつ、より細かな優先順位

付けに基づいた対策を進める。 

その他の事業者 
２０２０年度（可能な限り２０１５年

度）までに対策完了 
－ 

腐食劣化対策管 

（黒管・白管・ｱｽﾌｧﾙﾄｼﾞｭｰﾄ巻管等） 
－ 

維持管理導管としてリスクを監視しながら、より細か

な優先順位付けに基づいた対応を行う。 

(※１)故障、事故実績等のリスク分析に基づく比較的高いリスクを有する経年本支管。 

(※２)要対策導管以外の経年本支管であり、監視等により維持管理を行うもの。漏えい検査（法定・自主）等の日常の維持管理を実

施しつつ､過去の漏えい履歴、腐食環境、設置環境等を考慮してリスクの状況を監視するとともに、リスクの状況の変化によ

っては必要により監視の頻度を高めたり、入替え等の対策を行っていく必要がある。 

 

内管対策 

事業者区分 保安上重要な建物に所在する埋設内管 

４大ガス事業者 ２０１５年度までの完了を目指す ・国の広報事業をはじめとした各種安全周知活動を実施する。 

・改善の同意を得られなかった需要家についても、各種業務

機会を捉え、定期的な周知・啓発を行う。 その他の事業者 可能な限り２０１５年度までの完了を目指す 
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（参考６）経年管対策の変遷 

 

年 経年管対策のために実施した主な事項 

昭和 60年（1985年) 
資源エネルギー庁が「本支管維持管理対策ガイドライン」及び「供内管腐食

対策ガイドライン」を発出。 

平成 8年（1996年) 
ガス事業法の技術基準の改正により、ねずみ鋳鉄管及び腐食劣化対策管

を土中埋設部へ使用することを禁止。 

平成 10年（1998年) 

「ガス安全高度化検討会報告書」において、経年導管対策の進捗見込みに

ついて「要対策経年導管への対策については、2020年頃には概ね完了して

いることが見込まれる。」と記載。 

平成 16年（2004年) 

平成 14年度より通達に基づいて実施してきた全ガス事業者の経年管対策

の実施状況調査について、ガス事業法に基づく報告事項に位置づけ、その

進捗状況について審議会における審議を経て、毎年公表することとされた。 

平成 19年(2007年) 
同年１月に発生したガス漏れ中毒事故を踏まえ、日本ガス協会は「都市ガ

ス業界における事故防止対策」を作成し、要対策導管の対策を早期化。 

平成 20年(2008年) 

「本支管維持管理対策ガイドライン」及び「供内管腐食対策ガイドライン」を

改定。（優先順位付けの手法としてのリスクマネジメントに基づく考え方や、

長期耐久性が確認された更正修理工法の適用に関する内容等を追加。） 

平成 23年(2011年) 「ガス安全高度化計画」において経年管対策の方針を策定。 

平成 28年(2016年) 
「ガス安全高度化計画」における経年管対策の方針を改定（新たな削減目

標の設定等）。 

令和 2年(2020年) 
「供内管腐食対策ガイドライン」を改定（腐食リスク判定方法に関する要領

等を追加）。 

 

 

 
 


